
その他の卸売業における階段、桟橋を起因物とする死傷災害発生事例（2017年）

2017

年

発生

月

時間 死傷災害発生事例
年

齢

労

働

者

規

模

1
12～

13

被災地近くの階段（駅近くの階段、違う方面へ通過するための駅側上り階段）徒歩

移動中に、上り階段の5段目くらいで左足を踏み外した瞬間、右足にて着地した際

にふくらはぎに鈍い音とともに強い衝撃が加わり、歩行困難となる。

51

30

～

49

1
14～

15

2F事務所より1Fショールームへ作業に向かう所、階段上部で足を滑らせバランス

をくずし背中側から階段を滑り落ちた。 階段上部が狭く、傾斜も急なため、1Fま

で転落し背中を強打した。

68
1～

9

1
14～

15

会社内にて倉庫に荷物を取りに行った際、倉庫入口のコンクリート製階段で転倒し

て脇腹を階段の角で強打して負傷した。
34

10

～

29

1 8～9
倉庫内の階段にて、作業場所へ行く途中、階段の手すりを掴もうとしてバランスを

崩し、階段の手すりの下に柵がなかったため、地下へ転落した。
63

10

～

29

1
21～

22

棚に設置されている手搬送商品の補充中、奥にある商品が届きにくかった為、階段

の2段目に上って整理していた所、バランスを崩して階段の2段目から落下してし

まい、右足首を捻挫した。

47

500

～

999

2 11~12
古紙回収先の老人ホームで、回収した古紙（古新聞）の束を両手で持ち、2階から

1階に下りる階段、下から2段目で足を踏み外し1階床面で左足首を捻り負傷した。
45

10

～

29

2 11~12
階段踊り場を移動中、清掃中で滑りやすい状態で、通常はマットが敷いてあるが清

掃中のためマットが外されていた。 右足指を脱臼、骨折した。
60

50

～



99

3 16~17
営業の打ち合わせのために客先店舗へ向かう階段を下りていたところ、誤って階段

を踏み外し、そのまま転がり落ちて負傷した。
48

1～

9

3 15~16
化粧品売場の1Fレジ精算後、1Fの売り場へ戻る時、階段を上る途中に転倒し、複

数箇所を打った（上腕、ヒザ等）。
46

300

～

499

4
17～

18

自社工場内の階段をゴム板を持って下りる際、段を踏み外して落下し（約

1.5m）、足をついたが衝撃で骨折した。 ゴム板で足元が確認しきれなかったのが

原因と思われる。

28

10

～

29

5 8～9
荷物を持ち取引先へ出かける途中、出張所内の階段に足が躓き、4段上から踊り場

に肩から落下し負傷した。
30

10

～

29

5 2～3

市場内、当社地下水槽室にある左奥の階段付近でフグの入っているカゴを手鉤で水

槽より引き上げて水槽横に置き、4～5段ある階段を降りたところ、階段が濡れて

いた為、2～3段目で滑り、胸から落ち、床に置いてあった針金で編んだカゴの上

に落ちて左鎖骨を骨折した。

51

300

～

499

6
9～

10

営業所内階段において、2階から1階に下りている途中で足を踏み外し、そのまま7

～8段ほど転落し、頭・腰・足を床に打ちつけ、負傷したものである。
53

1～

9

6
10～

11

米の配達に行き、米2袋を両手に抱えて階段を下りる際、足元が見にくいため階段

を踏みはずし、3～4段目辺りで尻から落下し、尾てい骨を打ち負傷した。
36

10

～

29

6
14～

15

自社の倉庫内で物置きを作っている途中、階段で足を滑らせて転落し、頭及び上半

身を打ちつけて負傷した。
70 ―

7 19~20

業務中トイレへ行こうとして歩行中よろけて階段ホールで顔面より倒れた。 下方

階段の柵で頭部と顎を打ち階段を2段落ちてとどまった。 その際に右手小指をぶつ

けたか挟まったかで開放骨折となる。 又、前歯2本（上顎）を折る。

43

300

～

499

センター1階にて作業従事後、タイムカードを打刻するために、センター内3階へ 50



7 17~18 移動中、2階から3階へ通じる階段（18段）の7段目付近にて足を滑らせ、最下段ま

で転落した。 屋内従事ではあったが靴底が濡れていて滑った可能性がある。

67 ～

99

7 13~14 営業訪問した病院内の階段の最後の1段を踏み外し転倒し、腰を強打した。 26

30

～

49

9
17～

18

配送先が入っているビルの階段で、商品の入ったかごを両手で運んでいたところ、

上から下ってくる人とすれ違う為、後ろ向きのまま踊り場まで下がろうと、一段下

がった際にもう一段下に踏み外してしまい、右足小指付近を骨折したものである。

57

10

～

29

9 8～9

業務加工センター内の階段において、1階の作業場へ向かう際階段を下りている時

に不注意により階段（下から5段目）に左足がつまずいて、頭から落ちないように

反り返って足からすべり落ちて左第一趾末節骨骨折、左第四趾末節骨骨折、右足関

節果骨折を負った。

58

100

～

299

10
15～

16

休憩時間終了後、作業場所へ移動する際、事務所棟1階出口階段（2段）より足を

滑らせ転倒した。 右足首が腫れてきた。
49

100

～

299

10
16～

17

事業所内に於いて階段を下っていて、左足を滑らせ一番上の段からエレベーター

ホールに転落した。 受け身を取ったが、膝尻足を階段の角に強打し、エレベー

ターホールまで転げ落ちた。膝から出血尻腰足を強打。無理に受け身を取ろうと体

をひねったため首筋近くまで痛めた。

31

500

～

999

10
11～

12

配送先で、納品後2階から1階に下りる際に両手で荷物を持って運んでいたとこ

ろ、誤って階段を最後に一段踏み外してしまい、右足で着地した際に右足首を捻挫

した。

43

50

～

99

10
11～

12

出張先企業へ向かう途中、駅の階段を下りる際、キャリーバッグを持っていたた

め、軽いめまいを感じた時、とっさにバランスが取れず転倒。 顔面から階段に強

打した。

42

100

～

299

17～

勤務事業所内で車両から折りたたみ式コンテナ等を建屋の所定保管場所に片付ける

作業を行っていた。 荷物を持って駐車場から建屋に上るため、階段を上ろうとし 30



10
18

たところ、左足爪先を段差に引っ掛けて転倒、左手を先に作業場所のフロアにつ

き、右ひざを強打、左ひざも打ち負傷した。 左手首回り骨折、右ひざ打撲靭帯損

傷、左ひざ打撲。

47 ～

49

11
15～

16
会社の入口の階段を踏み外し、左足のくるぶしを骨折した。 37

50

～

99

11
17～

18

3階倉庫よりダンボールケース3箱を持って階段を下りようとした時に、足を踏み

外し5段目くらいにお尻から落ち背骨を圧迫骨折した。
40

100

～

299

12 15~16
社内1階の掃除のため、2階和室から掃除機を運ぶ途中、階段で足を踏みはずし、

体全体（特にお尻）を強打した。
38

1～

9

12 15~16
商品を持ち込む際に階段でふらつき、体勢を崩して右足から落ち、右膝を強打し、

右膝前十字靭帯断裂となった。
48

30

～

49

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_11.html

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_11.html
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